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交通事故防止運動

4月6日～12日

◎スローガン

　止まろうね見ようね待とうね
　　　交差点

　4月に入り、新入園・新入学期を迎え、

まだ新しい環境に慣れない子供たちが沢さ

んいます。

例年、この時期に子供たちが関係した悲

惨な交通事故が多発しています。

　ドライバーも歩行者も、いつも以上に注

意が必要な時期です。松之山町内では、道

路の脇にまだ沢山の雪があり、見通しが悪

くなっています。

　1人ひとりが正しい交通ルールとマナー

を守り、子供の事故防止に努めましょう。
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寒
く
厳
し
か
っ
た
冬
も
よ
う
や

く
終
わ
り
に
近
ず
き
、
松
之
山
に

も
新
緑
の
春
が
や
っ
て
来
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
た
人
達
も
帰

っ
て
来
は
じ
め
、
町
に
に
ぎ
や
か

さ
が
戻
っ
て
来
る
こ
の
時
期
が
や

っ
ぱ
り
い
い
で
す
ね
。

　
冬
の
松
之
山
に
話
題
を
投
じ
た

”
豪
壷
，
塾
”
。
そ
の
第
二
弾
が
五

月
の
連
休
に
行
わ
れ
ま
す
。
名
付

け
て
”
山
菜
・
残
雪
塾
”
。
前
回

以
上
に
多
く
の
人
達
が
参
加
し
て
、

喜
こ
ん
で
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
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まつのやま（2）（3）まつのやま

新潟県議会議員選挙

高橋十一氏七選を果たすノ

　
三
月
臨
時
町
議
会
が
二
十
八
日
、

一
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
六

十
一
年
度
最
後
の
補
正
予
算
等
の

八
議
案
に
つ
い
て
審
議
検
討
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
．

　
今
回
の
主
な
議
案
は
、
一
般
会

計
と
四
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予

算
と
、
税
条
例
の
一
部
改
正
、
町

会
議
員
の
委
員
会
条
例
、
会
議
規

則
の
制
定
に
つ
い
て
で
す
。

昭和62年3月28日

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
実
施
さ

れ
た
新
潟
県
議
会
議
貝
選
挙
は
、

四
月
十
二
日
投
票
と
同
時
に
即
日

開
票
さ
れ
、
東
頸
選
挙
区
で
は
高

橋
十
一
氏
（
自
民
現
）
が
、
共
産

党
新
人
の
山
岸
石
松
氏
を
破
り
、

七
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
当
初
、
高
橋
氏

の
無
投
票
当
選
の
見
方
が
強
か
っ

た
の
で
す
が
、
売
上
税
問
題
と
多

選
阻
止
を
か
か
げ
た
山
岸
石
松
氏

が
告
示
問
近
に
な
っ
て
立
候
補
し
、

投票結果

当高橋十一（自現）13，055票

2，746票次山岸石松（共新）

前
回
同
様
の
保
革
】
騎
討
ち
の
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
は
、
全
県
的
に
は

売
上
税
問
題
が
ひ
び
い
て
自
民
党

に
厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
東
頸
地
区
で
は
、
山
岸

氏
が
各
町
村
で
前
回
以
上
に
票
を

延
ば
し
善
戦
し
た
も
の
の
、
高
橋

氏
が
優
位
を
保
ち
当
選
し
ぽ
し
た
。

　
投
票
率
は
全
体
に
低
く
、
郡
全

体
で
は
し
ヒ
・
四
し
％
。
松
之
山

町
は
七
六
・
し
五
％
で
し
た
．

難

嘱零織・．羅繋

私も清き一票を（第二投票区にて）

町村名 山岸石松 高橋十一 計 投票率

安塚町 374票 2，626票 3，000票 78．98％

浦川原村 397 2，150 2，547 74．23

松代町 571 2，829 3，400 77．96

松之山町 823 1，680 2，503 76．75

大島村 241 1，938 2，179 86．97

牧　　　村 340 1，832 2，172 71．48

計 2，746 13，055 15，801 77．47

匹　一

　票区名
＿　　＿

＿＿一皿　『 一　一一一一

投　　票　　場　　所 投票率
第1投票区 松之山公会堂 80．72％

第2　〃 三　省　小　学　校 76．13

第3　〃 大荒戸集会所 77．38

第4　〃 下川手公会堂 87．60

第5　〃 」二川　手公会堂 86．55

第6　〃 松　　月聖　保　　育　　｝リf 72．09

第7　〃 中　尾　集　会　所 84．91

第8　〃 布川防」雪センター 74．90

第．9　〃 」二蝦池冬季分校 78．82

第10　〃 坪　野　集　会　所 79．31

第11　〃 東山　冬季分校 81．82

第12　〃 黒　　倉　　分　　校 71．28

第13　〃 ？甫　　田　　／j・　学：　季交 73．71

第14　〃
一

中立山集落センター 71．21

投　　票

松之山丘
三省小
大荒戸
下川手
」二川手

松里保
中尾集
布川防」雪セ

」二蝦池冬

坪　野　集

東1 h　冬
倉黒

？甫　 田　　／j・

中立山集落

匹　　票区名
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審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

▽
昭
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六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
　
　
（
第
六
回
）

〇
二
、
〇
二
五
万
三
千
円
名
減
額

　
し
、
総
額
を
二
五
億
七
、
七
七

五
万
三
千
円
と
す
る
。

（
そ
の
主
な
も
の
）
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、
町
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八
九
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八
五
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千
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。
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六
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コ
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砕
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等
　
　
　
　
　
四
〇
〇
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円
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重
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修
繕
料
　
　
二
二
九
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円

・
ド
ー
ザ
ー
部
品
代
二
四
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ど
が
大
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な
も
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す
。
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勘
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五
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。
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回
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追
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六
一
〇
万

五
r
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る
．
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易
水
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額
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七
一
万
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▽
松
之
山
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税
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一
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行
わ
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、
現
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利
用
の
ほ

　
と
ん
ど
な
い
「
木
材
引
取
税
」

　
に
関
す
る
条
例
が
削
除
さ
れ
た
。

▽
町
議
会
議
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の
委
貝
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条
例
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会
議
規
則
に
つ
い
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、
全
国

　
的
に
統
一
し
た
も
の
に
す
る
べ

　
く
全
面
的
見
直
し
が
行
わ
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、

　
新
し
い
内
容
で
制
定
さ
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ま
し

　
た
．
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水
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係
か
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メ
ー
タ
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検
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を
始
め
ま
す

　
冬
期
朋
、
雪
の
た
め
水
道
の
メ

：
タ
ー
検
針
が
出
来
ず
、
水
道
料

金
を
暫
定
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
よ
り
メ

ー
タ
i
検
針
を
行
い
、
そ
れ
に
よ

っ
て
水
道
料
金
を
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
係
が
メ
ー
タ

ー
検
針
に
伺
う
ま
で
に
次
の
点
を

整
理
願
い
ま
す
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
上
、
又
は
回
り

　
に
蛍
，
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

　
中
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
掘
っ
て

　
お
い
て
下
さ
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物
を
置

　
か
な
い
よ
う
に
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
中
に
土
や
ヘ
ビ

　
等
が
入
っ
て
い
る
事
が
多
く
あ

1第14　〃
一 ＿＿＿＿＿＿

　
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
て

下
さ
い
．

▽
上
ぶ
た
や
メ
ー
タ
ー
器
な
ど
が

　
壊
れ
た
場
合
は
水
道
係
ま
で
連

絡
願
い
ま
す
．

▽
冬
期
問
の
超
過
分
に
つ
い
て
は
、

　
五
月
分
で
精
算
さ
れ
る
事
に
な

　
り
ま
す
。
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有段を目指して

　白先生き・7手まで

●ヒント…隅の黒2子の攻

　に注意。

　3分で2級、1分以内で
　有段者。
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、
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原
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通
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れ
ま
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た
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今
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は
、
一
般
会

計
と
四
つ
の
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、
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満
了
に
と
も
な
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実
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れ
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新
潟
県
議
会
議
貝
選
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は
、
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十
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と
同
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に
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日
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れ
、
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頸
選
挙
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で
は
高
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一
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（
自
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現
）
が
、
共
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党
新
人
の
山
岸
石
松
氏
を
破
り
、

七
選
を
果
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
は
当
初
、
高
橋
氏

の
無
投
票
当
選
の
見
方
が
強
か
っ

た
の
で
す
が
、
売
上
税
問
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と
多

選
阻
止
を
か
か
げ
た
山
岸
石
松
氏

が
告
示
問
近
に
な
っ
て
立
候
補
し
、

投票結果

当高橋十一（自現）13，055票

2，746票次山岸石松（共新）

前
回
同
様
の
保
革
】
騎
討
ち
の
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。

　
選
挙
の
結
果
は
、
全
県
的
に
は

売
上
税
問
題
が
ひ
び
い
て
自
民
党

に
厳
し
い
審
判
が
下
さ
れ
た
よ
う

で
す
が
、
東
頸
地
区
で
は
、
山
岸

氏
が
各
町
村
で
前
回
以
上
に
票
を

延
ば
し
善
戦
し
た
も
の
の
、
高
橋

氏
が
優
位
を
保
ち
当
選
し
ぽ
し
た
。

　
投
票
率
は
全
体
に
低
く
、
郡
全

体
で
は
し
ヒ
・
四
し
％
。
松
之
山

町
は
七
六
・
し
五
％
で
し
た
．

難

嘱零織・．羅繋

私も清き一票を（第二投票区にて）

町村名 山岸石松 高橋十一 計 投票率

安塚町 374票 2，626票 3，000票 78．98％

浦川原村 397 2，150 2，547 74．23

松代町 571 2，829 3，400 77．96

松之山町 823 1，680 2，503 76．75

大島村 241 1，938 2，179 86．97

牧　　　村 340 1，832 2，172 71．48

計 2，746 13，055 15，801 77．47

匹　一

　票区名
＿　　＿

＿＿一皿　『 一　一一一一

投　　票　　場　　所 投票率
第1投票区 松之山公会堂 80．72％

第2　〃 三　省　小　学　校 76．13

第3　〃 大荒戸集会所 77．38

第4　〃 下川手公会堂 87．60

第5　〃 」二川　手公会堂 86．55

第6　〃 松　　月聖　保　　育　　｝リf 72．09

第7　〃 中　尾　集　会　所 84．91

第8　〃 布川防」雪センター 74．90

第．9　〃 」二蝦池冬季分校 78．82

第10　〃 坪　野　集　会　所 79．31

第11　〃 東山　冬季分校 81．82

第12　〃 黒　　倉　　分　　校 71．28

第13　〃 ？甫　　田　　／j・　学：　季交 73．71

第14　〃
一

中立山集落センター 71．21

投　　票

松之山丘
三省小
大荒戸
下川手
」二川手

松里保
中尾集
布川防」雪セ

」二蝦池冬

坪　野　集

東1 h　冬
倉黒

？甫　 田　　／j・

中立山集落

匹　　票区名
　　　　　　　

1第1投票区

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

▽
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
　
　
（
第
六
回
）

〇
二
、
〇
二
五
万
三
千
円
名
減
額

　
し
、
総
額
を
二
五
億
七
、
七
七

五
万
三
千
円
と
す
る
。

（
そ
の
主
な
も
の
）

○
歳
入
で
は
、
町
税
で
八
九
〇
万

　
円
の
増
及
び
特
別
地
方
公
付
税

　
で
、
五
、
七
八
五
万
六
千
円
増

　
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

o
歳
出
の
部
で
は
、

・
庁
用
車
を
更
新
　
二
二
五
万
円

・
赤
字
バ
ス
補
助
金
四
六
〇
万
円

・
道
路
維
持
費
で
生
コ
ン
・
砕
石

　
等
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

・
重
機
修
繕
料
　
　
二
二
九
万
円

・
ド
ー
ザ
ー
部
品
代
二
四
〇
万
円

　
な
ど
が
大
き
な
も
の
で
す
。

▽
昭
和
六
十
一
年
度
国
保
特
別
会

　
計
補
正
予
算
　
　
（
第
三
回
V

O
享
業
勘
定
予
算
三
二
九
万
九
千

　
円
追
加
し
て
、
総
額
三
億
八
、

　
四
七
五
万
二
予
円
と
す
る
。

○
診
療
所
勘
定
予
算
一
九
三
万
円

　
迫
加
し
て
、
総
額
二
億
三
、
五

　
三
二
万
五
干
円
と
す
る
。

▽
昭
和
六
卜
一
年
度
老
人
保
健
特

　
別
会
計
　
　
（
第
三
回
）

〇
一
、
五
三
几
万
八
壬
円
追
加
し

　
て
、
総
額
二
億
四
、
六
一
〇
万

五
r
円
と
す
る
．

▽
昭
和
六
十
一
年
度
簡
易
水
道
特

　
別
会
計
補
正
予
簾
　
（
第
四
回
）

○
八
七
万
五
壬
円
減
額
し
て
、
総

　
額
六
、
五
几
六
万
五
r
円
と
す

　
る
。

▽
昭
和
六
卜
一
年
度
農
業
共
済
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

　
回
）

○
事
業
費
内
補
正
で
総
額
二
、
七

　
七
一
万
二
千
円
に
変
更
な
い
。

▽
松
之
山
町
の
税
条
例
の
一
部
改

　
正
が
行
わ
れ
、
現
在
利
用
の
ほ

　
と
ん
ど
な
い
「
木
材
引
取
税
」

　
に
関
す
る
条
例
が
削
除
さ
れ
た
。

▽
町
議
会
議
員
の
委
貝
会
条
例
及

　
び
会
議
規
則
に
つ
い
て
、
全
国

　
的
に
統
一
し
た
も
の
に
す
る
べ

　
く
全
面
的
見
直
し
が
行
わ
れ
、

　
新
し
い
内
容
で
制
定
さ
れ
ま
し

　
た
．

第2〃
第3’
第4　〃

第5　〃

第6

第7　〃

第8　　〃

第．9　〃

第10　〃

第11　〃

第12　〃

第13　〃

水
道
係
か
ら
お
願
い

メ
ー
タ
ー
検
針
を
始
め
ま
す

　
冬
期
朋
、
雪
の
た
め
水
道
の
メ

：
タ
ー
検
針
が
出
来
ず
、
水
道
料

金
を
暫
定
で
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
よ
り
メ

ー
タ
i
検
針
を
行
い
、
そ
れ
に
よ

っ
て
水
道
料
金
を
徴
収
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
係
が
メ
ー
タ

ー
検
針
に
伺
う
ま
で
に
次
の
点
を

整
理
願
い
ま
す
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
上
、
又
は
回
り

　
に
蛍
，
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

　
中
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
掘
っ
て

　
お
い
て
下
さ
い
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
上
に
は
物
を
置

　
か
な
い
よ
う
に
。

▽
メ
ー
タ
ー
器
の
中
に
土
や
ヘ
ビ

　
等
が
入
っ
て
い
る
事
が
多
く
あ

1第14　〃
一 ＿＿＿＿＿＿

　
り
ま
す
。
定
期
的
に
点
検
し
て

下
さ
い
．

▽
上
ぶ
た
や
メ
ー
タ
ー
器
な
ど
が

　
壊
れ
た
場
合
は
水
道
係
ま
で
連

絡
願
い
ま
す
．

▽
冬
期
問
の
超
過
分
に
つ
い
て
は
、

　
五
月
分
で
精
算
さ
れ
る
事
に
な

　
り
ま
す
。

詰　碁

有段を目指して

　白先生き・7手まで

●ヒント…隅の黒2子の攻

　に注意。

　3分で2級、1分以内で
　有段者。

●
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今
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メ
イ
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7

5
月
脇
日
●

　
長
か
っ
た
冬
も
終
り
一
年
中
で

一
番
良
い
時
期
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
季
節
は
、
行
楽
に

出
掛
け
る
に
も
最
高
に
良
い
と
き

で
も
あ
り
ま
す
ね
．

　
で
も
、
農
家
の
人
達
に
と
っ
て

は
少
し
う
ら
め
し
い
時
期
か
も
し

れ
ま
せ
ん
．

　
　
　
さ
て
、
今
年
も
観
光
、

㈲まつのやま

■

去年行われた大民謡流し

松
之
山
温
泉
ま
つ
り
”
が
、

五
月
十
六
・
卜
七
日
の
両

日
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま

す
。　

十
六
H
の
午
後
二
時
よ

り
松
里
小
学
校
の
児
童
に

よ
る
鼓
笛
隊
の
。
ハ
レ
ー
ド

を
皮
切
り
に
、
夜
の
民
謡

流
し
、
大
花
火
大
会
な
ど

が
行
わ
れ
、
翌
日
は
大
厳

芋
高
原
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

ま
つ
り
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
の
メ
イ
ン

は
”
大
声
大
会
”
。
レ
六

－
日

　
H
の
夕
方
六
時
か
ら
温
泉
広
場
で

　
行
わ
れ
ま
す
。
声
に
自
信
の
あ
る

　
方
、
チ
供
か
ら
大
人
ま
で
誰
で
も

　
出
場
で
き
ま
す
．

　
　
是
非
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
ド

　
さ
い
。

　
　
新
緑
と
残
雪
の
松
之
山
温
泉
へ

　
ど
う
ぞ
出
掛
け
て
み
て
ト
さ
い
．

行
事
H
程
紹
介

　　▽　　　　　▽

稚二保松午　　五
児時育里後　　月
行三園小一一　十
列　1・児学時　　六

　　分に校よ　ll
　　よ　よ鼓　り

　　　り罐　　！

　　　　　領パ

　　　　　塚レ
　　　　　供　1

　　　　　養ド

り
り妬●

肌

キ
ー
の
全
面
的
協
力
の
も
と
に
行

わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
学
校
・
団
体

も
県
内
ば
か
り
で
な
く
長
野
県
、

東
京
の
大
学
か
ら
も
一
流
の
選
ヂ

が
参
加
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会

で
地
元
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
に
と
っ
て

大
変
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ち
な
み
に
参
加
校
の
内
訳

は
、
小
学
校
卜
四
、
中
学
校
卜
一
、

高
校
几
、
大
学
一
、
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
六
の
四
卜
。
ぞ
し
た
．

　
米
年
の
大
会
が
よ
り
以
L
の
も

の
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

製
O

り
の阜

ハ
∪

▽
午
後
三
時
よ
り

　
中
学
生
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
山
菜
市
・
野
鳥
こ
け
し
制
作
実

▽
午
後
四
時
よ
り

チ
供
み
こ
し
・
温
泉
太
鼓
行
進

▽
午
後
六
時
よ
り

　
大
声
大
会

▽
午
後
し
時
よ
り

　
大
民
謡
流
し

▽
午
後
八
時
三
卜
分
よ
り

　
大
花
火
大
会

第■回松之山温泉
クロスカントリースキー選手権大会

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
大
会
を
、
残
彫
，

多
い
大
厳
芋
高
原
で
開
催
し
よ
う

と
去
年
か
ら
計
画
が
練
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
実
現
し
ま

し
た
。

　
快
晴
と
な
っ
た
四
月
ト
ん
目
の

口
曜
H
、
大
厳
芋
高
原
の
牧
場
内

に
作
ら
れ
た
一
周
κ
キ
ロ
の
コ
ー

ス
に
、
小
学
生
か
ら
占
年
ま
で
の

三
百
卜
五
名
の
選
ヂ
が
挑
戦
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
と
カ
ザ
マ
ス

　
　
　
　
q

野．藤卿

殉

瀬
春の太陽が暑いほどに感じられる

寧スタート“この緊張の一瞬

　
五
月
十
七
“
（
15
）

▽
午
前
卜
時
三
卜
分
よ
り

　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
（
大
厳

　
芋
高
原
）

▽
午
前
卜
一
時
よ
り

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
中
，
L
ゲ
ー
ム

春
の
防
犯
運
動

　
5
月

　
　
6
～
15
日
ま
で

　
春
は
農
作
業
や
行
楽
な
ど
で
、

家
を
留
守
に
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
ま
た
気
分
も
解
放
的
と

な
り
、
家
や
車
の
．
戸
締
り
、
カ
ギ

か
け
を
忘
れ
が
ち
で
す
．

　
そ
ん
な
あ
な
た
の
心
の
ス
キ
を

ド
ロ
ボ
ー
が
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
警
で
は
、
五
月
六

日
か
ら
ト
丘
H
ま
で
の
ト
日
問
、

「
春
の
防
犯
運
動
」
を
実
施
し
ま

す
。　

み
ん
な
で
こ
の
運
動
を
盛
り
上

げ
、
ド
ロ
ボ
ー
の
被
害
や
少
年
非

行
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
．

▽
期
間
中
の
主
な
行
事

○
κ
月
六
H
・
金
融
機
関
強
盗
模

　
擬
訓
練
。
　
（
浦
川
原
村
）

O
κ
月
八
H
・
一
般
住
宅
防
犯
診

　
断
。

〇
五
月
一
二
H
・
乗
物
盗
予
防
防

　
犯
指
導
．

o
κ
月
一
四
日
・
万
引
き
多
発
店

　
舗
防
犯
指
導
．

O
丘
月
一
κ
日
・
少
年
を
非
行
か

　
ら
守
る
H
。
高
齢
者
保
護
の
日
。

｛

▼
大
会
成
績

o
少
年
男
子
田
キ
ロ
　
　
分
秒

一
位
　
牧
…
義
明
（
松
代
高
）
　
詑
・
2
7
・
9

．
一
位
　
・
人
嶋
次
郎
（
卜
目
町
高
）
詑
・
舗
・
2

．
∴
位
　
小
林
要
太
（
松
之
…
高
）
脇
・
0
7
・
5

0
成
年
男
子
　
1
0
キ
ロ

一
位
荒
川
信
一
（
近
畿
大
）

．
疲
富
沢
政
彦
（
〃
）

．
．
一
位
　
小
堺
敏
明
（
　
〃
　
）

・
忠
舅
子
8
キ
・

1判71をGl剤5
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の

シ
ー
ズ
ン
最
後
の
大
会
を
、
残
彫
，

多
い
大
厳
芋
高
原
で
開
催
し
よ
う

と
去
年
か
ら
計
画
が
練
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
実
現
し
ま

し
た
。

　
快
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と
な
っ
た
四
月
ト
ん
目
の

口
曜
H
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大
厳
芋
高
原
の
牧
場
内

に
作
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れ
た
一
周
κ
キ
ロ
の
コ
ー

ス
に
、
小
学
生
か
ら
占
年
ま
で
の

三
百
卜
五
名
の
選
ヂ
が
挑
戦
し
、

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
の
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
と
カ
ザ
マ
ス

　
　
　
　
q

野．藤卿

殉

瀬
春の太陽が暑いほどに感じられる

寧スタート“この緊張の一瞬

　
五
月
十
七
“
（
15
）

▽
午
前
卜
時
三
卜
分
よ
り

　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り
（
大
厳

　
芋
高
原
）

▽
午
前
卜
一
時
よ
り

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
中
，
L
ゲ
ー
ム

春
の
防
犯
運
動

　
5
月

　
　
6
～
15
日
ま
で

　
春
は
農
作
業
や
行
楽
な
ど
で
、

家
を
留
守
に
す
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
ま
た
気
分
も
解
放
的
と

な
り
、
家
や
車
の
．
戸
締
り
、
カ
ギ

か
け
を
忘
れ
が
ち
で
す
．

　
そ
ん
な
あ
な
た
の
心
の
ス
キ
を

ド
ロ
ボ
ー
が
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
県
警
で
は
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五
月
六
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ら
ト
丘
H
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の
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日
問
、
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春
の
防
犯
運
動
」
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し
ま

す
。　

み
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な
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こ
の
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動
を
盛
り
上

げ
、
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ロ
ボ
ー
の
被
害
や
少
年
非

行
を
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し
ま
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ょ
う
．
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防
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指
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．
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新しい先生紹介

よろしくお願いします

一松之山小

幽
3曜

教頭

木下利夫
（上越附属小）

省，」

松里小

久保田吉則
（安塚理化

　センター）

　
　
ラ

　
弘
小

　
　
動

頭
潟
不

教
西
（

嶋岡久美子
（加茂南小）

斎藤国平
（青少年

　センター

大石貴子
（日越小）

1辞令1

●

　
　
　
繍

7
一
．

＼

東川d、

■　　　』
　　　“㎜鷲』　　獣
　　、，．　惣麟驚魏ジ観

新任教職員辞令交付式面識会4月1日

松之山中　　r浦田小　　r

　
　
ラ

　
然
小

　
召
晒
珂

　
ロ
ハ
ヲ

頭
野
南

教
梅

　
　
ラ

　
章
小

長
井
吉

校
楡

　’　　　・箋

永井毅人
（栖吉小）

教頭
武田亮三
（東本町小）

藤井芳子
（本山小）

校長

加藤宏一
（浦田小）

教頭
佐藤義隆
（城西中）

劒
雲
細谷明美
（水沢小）

加藤嶽一
（大潟町中）

山岸利江
（松代中）

j・林直樹
（妙高中）

室橋正美
（直江津中）

一松之山中

講師

平井恵美子

浦田中

村山林平
（松之山中）

蔚

　
　
　
　
　
　
村
（

9緯　
　
　
　
　
∠
井
ー

輿
鯛

お知らせコーナー

（7）まつのやま

5月5日～14日は
育児休業制度普

　　　　及促進旬問です

▽
育
児
休
業
制
度
と
は

　
乳
幼
児
を
持
つ
女
ヂ
労
働
者
が

希
望
し
た
場
合
に
、
職
場
で
の
地

位
を
失
う
こ
と
な
く
一
定
期
間
休

業
し
、
育
児
に
専
念
で
き
る
よ
う

に
す
る
制
度
で
す
。

▽
育
児
休
業
奨
励
金
に
っ
い
て

　
労
働
省
で
は
、
｝
定
の
要
件
を

満
た
し
た
育
児
休
業
制
度
を
設
け

た
事
業
主
に
、
育
児
休
業
奨
励
金

　
（
中
小
企
業
一
〇
〇
万
・
大
企
裳
　
「

八
O
万
円
）
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
巾
請
は
、
初
め
て
育
児
休
業
を

と
っ
た
女
チ
労
働
者
が
休
業
を
開

好
し
た
日
か
ら
三
カ
月
を
経
過
し

た
日
か
ら
　
一
、
ヵ
月
以
内
で
す
。

　
な
お
、
女
ヂ
再
雇
川
制
度
（
育

児
等
の
理
由
に
よ
り
白
社
を
退
職

し
た
女
ヂ
を
再
雇
川
す
る
制
度
）

を
設
け
た
雅
業
主
に
も
、
再
雇
川

者
が
出
た
時
に
、
女
チ
再
雇
用
促

進
給
付
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
潟
婦
人

少
年
室
（
〒
九
κ
『
　
新
潟
市
川

岸
堕
の
κ
六
智
〇
二
κ
」
一

六
六
ー
O
O
四
し
）
へ
お
気
軽
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
現
況
届
を

　
　
　
　
　
　
　
提
出
し
ま
し
ょ
う

　
　
国
民
年
金
の
障
害
年
金
・
母
チ

　
年
金
・
遺
児
年
金
・
寡
婦
年
金
を

　
受
け
て
い
る
方
は
、
丘
月
末
ロ
ま

　
で
に
「
国
民
年
金
受
給
者
現
況
届
」

　
（
現
況
届
）
を
役
場
の
国
民
年
金

　
係
へ
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
規
況
届
は
、
毎
年
｝
回
行
う
受

　
給
者
の
み
な
さ
ん
の
生
存
確
認
と
、

　
引
き
続
き
受
給
で
き
る
か
ど
う
か

　
の
資
格
確
認
を
す
る
大
切
な
届
で

　
す
．

　
　
も
し
、
こ
の
現
況
届
の
提
出
が

　
お
く
れ
ま
す
と
、
社
会
保
険
事
務

』
所
で
引
き
続
き
年
金
を
支
給
し
て

　
よ
い
か
ど
う
か
判
断
が
つ
か
な
い

　
た
め
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
る
ま

　
で
年
金
の
支
払
い
を
『
時
差
し
止

め
ま
す
．

　
ま
た
、
障
害
年
金
を
受
け
て
い

る
人
や
母
チ
年
金
の
加
給
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
・
遺
児
年
金
を
受

け
て
い
る
人
の
う
ち
「
診
断
歌
ど

の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
人
は
、

昭
和
六
卜
二
年
κ
月
中
に
作
成
し

た
診
断
書
を
現
況
届
に
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ヤ
欝

　
　
善
《
～

　
聯
ヤ
ノ
　
　
　
蒜
ヘ
ノ

塾
v
・
へ
　
　
痒
、
『

》
，
　
5
．
哩

　
、
）
、
愚
ノ

笹
導
，

　
鵡

　
　
フ
す

ゆ
麟

　
　
r

　
小
沢
昭
【
氏
を
ゲ
ス
ト
に
招
い

て
制
作
中
の
、
新
潟
県
観
光
P
R

映
画
「
日
本
海
ロ
マ
ン
」
の
中
で
、

松
之
山
が
出
る
場
面
が
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
こ
覧
く
だ
さ
い
。

▽
テ
レ
ビ
放
送
月
H

　
κ
月
二
卜
三
日
、
午
前
九
時
四

　
－
r
五
分
か
ら
十
時
ま
で
。

▽
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
新
潟
テ
レ
ビ
2
1
（
N
T
2
1
）

　
「
新
・
秋
山
紀
行
」
の
中
で
津

　
南
町
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
ま
す
。

※
小
沢
昭
『
の
日
本
海
ロ
マ
ン
と

　
い
う
番
組
は
、
毎
週
土
曜
日
に

同
じ
時
問
帯
で
放
送
さ
れ
て
い

ま
す
．
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4
松
之
山
町

竃　　　　慰
町長を立合人として仮調印を行う

●

浦
田
農
協
合
併
に
向
け
て
仮
調
印
4
月
1
3
日

　
か
つ
て
松
之
山
町
に
四
つ
あ
っ

た
農
協
が
、
現
在
の
よ
う
に
松
之

山
町
と
浦
田
の
二
農
協
に
整
備
統

合
さ
れ
て
か
ら
七
年
に
な
り
ま
す
。

そ
の
間
に
、
松
之
山
を
取
り
巻
く

農
業
状
勢
は
大
き
く
変
化
し
、
転

作
割
当
面
積
の
増
加
や
上
ら
ぬ
米

価
に
舌
し
む
稲
作
農
家
。
外
国
の

安
い
牛
肉
や
高
い
飼
料
に
よ
つ
（

苦
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

畜
産
農
家
な
ど
、
悪
い
方
向
に
ば

か
り
進
ん
で
来
た
よ
）
ぐ
弓
。

　
今
後
、
ま
す
ま
司
厳
し
く
な
る

農
業
。
そ
ん
な
状
況
の
中
ぐ
農
協

に
対
す
る
期
待
は
非
常
に
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
農
家
の
要

求
を
充
分
受
け
と
め
ら
れ
る
足
腰

の
強
い
農
協
と
な
る
た
め
に
、
農

協
一
本
化
の
話
が
再
び
進
み
、
何

回
か
の
合
桝
準
備
会
の
後
、
四
月

十
三
日
、
時
な
ら
ぬ
春
の
雪
の
中
、

町
長
を
立
合
人
と
し
て
合
桝
矛
備

契
約
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
・
浦
田
両
農
協
で
は

今
後
総
会
の
議
決
を
経
（
、
昭
和

八
十
三
年
八
月

日
を
合
併
目
標

と
定
め
準
備
を
進
め
て
行
く
事
に

な
り
ま
す
。

をこ

』■
両組合長と町長が署名捺印

2
診
療
所
が
火
事
だ

　』▲　　　　　　　　　　■■

二階から患者をタンカで救出！

「顔が笑っているぞ円真剣に

～

　
春
の
火
災
予
防
週
問
の
期
間
中
、

学
校
や
事
業
所
な
ど
で
火
災
予
防

訓
練
を
実
施
さ
れ
た
所
も
多
か
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
入
院
患
者
が

い
る
診
療
所
で
も
四
月
三
日
の
q

後
、
松
之
由
分
遷
所
の
」
憾
援
を
λ

て
避
難
訓
練
と
消
火
器
の
取
扱
い

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
職
興
と
看
護
婦
、
そ
れ
に
月
に

側
］
か
診
療
所
の
宿
直
を
お
願
い

し
て
い
る
二
人
の
お
じ
さ
ん
も
参

川
し
て
の
こ
の
訓
練
、
大
切
な
看

畜
さ
ん
を
引
き
受
け
て
い
る
場
所

だ
け
に
貞
剣
な
訓
練
ぶ
り
で
、
し
た
。

　
消
火
器
の
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
が
初
め
て
の
人
も
お
り
、
分
遣

所
の
職
員
か
ら
説
明
を
登
け
な
が

ら
…
人
ひ
と
り
が
実
際
使
用
し
て

み
⊂
、
そ
の
威
力
を
確
か
め
て
い

ま
し
た
。
火
串
を
出
さ
な
い
よ
っ

註
意
し
ζ
消
火
器
な
ど
⑨
っ
串
態

が
起
き
な
い
串
を
祈
り
た
い
で
、
◎

ね
。

篭」lf璽■

聾挙～端
y懸

幽

分遣所の所員から消火器の説明を受ける

3
三
省
校
で
最
後
の
入
学
式
。
た
つ
た

　
昭
和
六
十
三
年
度
に
は
松
之
山

小
学
校
へ
の
統
合
が
決
ま
っ
て
い

る
三
省
小
学
校
で
四
月
四
日
、
最

後
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
『
年
生
と
な
っ
た
の
は

相
沢
政
徳
君
一
人
で
、
ち
ょ
っ
と

淋
し
い
入
学
式
で
し
た
が
校
長
先

生
や
来
賓
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
い

て
元
気
に
返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
三
省
小
学
校
で
は
一
名
の
入
学

生
を
迎
え
、
全
校
で
九
名
と
な
り

変
則
的
な
複
式
学
級
で
勉
強
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
小
学
校
に
入
学
し
た
児
童

は
、
町
全
体
（
五
つ
の
小
学
校
）

で
も
三
十
人
し
か
い
な
く
、
今
後

も
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
若
者
の
増
加
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
尚
、
中
学
校
に
は
松
之
山
・
浦

田
両
校
で
五
十
九
名
が
入
学
し
ま

し
た
。

各小学校児童数

一
人
で
も
元
気
よ
＜
！

学　　校　　名 新　入　生 全児童数

松之山小学校 10名
（黒角1♪つ 98名

三　省小学校 1名 9名

松　里小学校 8名 74名

東　川小学校 7名 43名

浦　田小学校 4名 45名

合　　計 30名 269名
各中学校生徒数

松之山中学校 46名 124名
浦　田中学校 13名 35名

合　　計 59名 159名

4
春
の
嵐
各
地
で
大
き
な
被
害
発
生

一人でもガンバレ相沢政徳君

浦田豊田で屋根の一部がすっかり飛ばされた

家もあった

　
四
月
二
十
…
日
の
夜
か
ら
朝
に

か
け
て
台
風
並
み
の
風
が
吹
き
荒

れ
、
町
内
各
地
で
屋
根
の
ト
9
ン

が
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
の
、
大
き
な

被
害
が
出
ま
し
た
。

　
こ
の
時
な
ら
ぬ
春
の
嵐
は
、
台

風
並
み
に
発
達
し
た
低
気
圧
が
日

本
酒
側
を
北
上
し
、
そ
れ
に
と
も

な
い
、
い
わ
ゆ
る
フ
エ
ー
ン
現
象

が
起
き
た
も
の
で
す
が
、
南
風
で

雪
は
相
当
消
え
た
も
の
の
、
そ
れ

以
上
の
被
害
を
残
し
て
く
れ
ま
し

た
。
被
害
は
松
之
山
全
地
区
で
発

生
し
ま
し
た
が
、
特
に
浦
田
で
大

き
な
被
害
が
出
た
よ
う
で
す
。

　
家
屋
だ
け
で
な
く
曲
辰
業
施
設
も

相
当
被
害
を
受
け
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
や
稲
の
苗
床
で
シ
ー
ト
等
飛

ば
さ
れ
た
万
も
多
か
つ
た
よ
う
で

す
。
今
後
の
天
候
が
心
配
さ
れ
ま

す
ね
。

無惨にもシートをはぎ取られた

育苗ハウス（松之山地区）
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警察からのお願い　．・汚、糎鮪

『犯罪捜査にご協力をノ』　　　、　へ

　　　　　　　　　　魯轍ば苛ぐ”。屡　　　縷ソ

　
犯
罪
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
思
い
が
け
な
く
犯
罪
が
発

生
し
た
と
き
、
犯
人
を
で
き
る
限

り
早
く
検
挙
し
、
被
害
品
を
皆
さ

ん
の
お
手
疋
に
お
返
し
す
る
こ
と

が
捜
査
官
の
使
命
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
は
、
犯
罪
の
広

域
化
・
巧
妙
化
に
よ
り
捜
査
が
長

び
く
一
方
、
聞
込
み
ゃ
被
害
関
係

者
等
の
届
出
に
よ
る
検
挙
が
漸
減

す
る
な
ど
、
捜
査
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
．

　
警
察
の
行
う
捜
査
活
動
に
対
し

て
、
次
の
点
を
屯
点
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
事
件
か
な
？
」
と
田
心
っ
た
ら

　
　
二
〇
番
通
報
を
！

　
1
「
留
守
中
の
隣
の
家
の
周
り

を
、
変
な
男
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い

ま
す
。
」
と
の
通
報
で
、
駆
け
つ
け

た
警
察
官
に
よ
っ
て
大
泥
棒
が
つ

か
ま
っ
た
。
1
と
い
う
よ
う
な
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
一
一
〇
番
通
報
は
、
事
件
が
発

生
し
た
と
き
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
怪
し
い
人
物
を
見
か

け
た
ら
、
す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

”
松
之
山
町
史
編
さ
ん
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
ご
協
力
を

　
町
で
は
、
町
制
施
行
三
十
周
年

，
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
町
の

　
　
　
　
　
　
ヘ
バ
ぜ
ん

歴
史
、
風
土
の
変
遷
の
経
過
を
明

ら
か
に
し
、
町
民
の
愛
郷
心
の
高

揚
と
明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
の

た
め
に
、
松
之
山
町
史
の
編
さ
ん

を
昭
和
六
卜
二
年
か
ら
着
乎
、
昭

和
六
十
六
年
発
同
の
予
定
で
企
画

を
さ
れ
着
手
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
．

　
執
筆
に
は
各
分
野
（
占
代
・
中

世
・
近
世
・
民
俗
・
宗
教
・
自
然

な
ど
）
こ
と
に
専
門
委
員
の
方
々

を
ご
委
嘱
し
て
こ
れ
に
あ
た
っ
て

頂
く
予
定
で
す
が
、
広
く
町
内
外

か
ら
の
ご
協
力
と
資
料
の
提
供
を

お
願
い
い
た
し
万
全
を
期
し
た
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
．
特
に
占
文
書

等
大
切
な
も
の
は
、
ご
連
絡
頂
け

れ
ば
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
何
分
と
も
皆
様
の
こ
協
力
を
お

尉
い
い
た
し
ま
す
。

▽
連
絡
先

o
松
之
山
町
教
育
委
員
会
社
会
教

　
育
係
　
電
話
六
ー
二
二
六
κ

o
松
之
山
町
史
編
さ
ん
室

電
話
六
⊥
丘
釜
内
線
六
四

被
害
の
あ
っ
た
と
き
は

　
　
　
　
　
必
ず
届
出
を

　
不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
者
に

な
っ
た
と
き
、
　
「
被
害
が
少
な
い

か
ら
」
「
仕
返
し
が
怖
い
か
ら
」

な
ど
の
理
…
で
届
け
出
な
い
方
が

い
ま
す
。
犯
罪
の
根
を
断
つ
た
め

に
も
、
勇
気
を
持
っ
て
届
け
出
て

下
さ
い
。

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

　
　
　
事
は
横
極
的
に
通
報
を

　
犯
罪
が
発
生
し
た
際
、
そ
の
現

場
で
犯
人
を
目
撃
し
た
り
知
っ
て

い
る
骸
が
あ
る
場
八
・
な
ど
、
積
極

的
に
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
．聞

き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

　
事
件
が
発
生
し
た
と
き
、
捜
査

官
が
、
犯
人
や
事
件
に
関
す
る
様

様
な
情
報
を
求
め
て
聞
き
歩
く
の

が
聞
き
込
み
捜
査
で
す
．

　
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
絶
対
に
こ
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報

で
も
結
構
で
す
の
で
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
、
い
し
ま
す
．

〈
町
史
編
さ
ん
室

、
遡
来
「

ヨ
」
．
’

（mまつのやま

》
く
）

　
　
　
　
　
　
㌧

ノゾ　　しが　　ノヘマ　ヨ

山火事防止に

　　　ご協力下さ

　雪解けも進み、陽気がよくなってくる

と、山菜採りやハイキング等で山に入る

人達が多くなります。

　それと共に山火事が多くなり、貴重な

緑が失われています。

　山に入られる方は、次のことを必ず守
りましょう。

1、野山でのたき火はしないこと。

2、たばこの吸いがらは確実に消すこと。

3、車からたばこの吸いがらを投げすて

　ないこと。

4、強風、又は異常乾燥時にはたき夫、

　火入れはしないこと。

5、火入れの許可は必ず受けること。

高田営林署

ご利用ください！
　　黙住宅建設資金“

繍

5．2％

雁莞の 利　　　率 融　資　限　度額 特　　牙

加算額床面積
はじめの

10年間

11年目

以　降

簡　　耐

耐　　火
木　　造

90m似上～
120mZ以下

4．7％ 5．2％ 690万円 560万円 300万F

120m～超～

145mZ以下
（120m2超～

145m似下）

50％

（5。0％） 5．2％

　760万円

（870万円）

620万円

（710万円〉 350万F

145mZ超～

200mZ以下
5．2％ 5．2％ 830万円 680万円 400万F

牙lj

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住

宅
建
設
資
金
及
び
建
売
住
宅
購
人

資
金
の
墓
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

0
、
受
付
期
問

　
四
月
二
四
日
～
六
月
一
二
口
ま

　
で

0
、
選
定
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ
り
行
い

　
ま
す
．

O
、
巾
込
資
格
条
件
等

　
▽
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を

　
新
築
す
る
方
で
土
地
が
準
備

　
で
き
て
い
る
方
．

円

円

円

⑪1．（）内は老人同屠の場合。
　2．従来の融資額に特別加算額がプラスされます。
　3．床面積が「70mZ以上90mZ未満」の住宅の場合は、申込
　案内をご覧ください。

　
▽
一
定
基
準
以
上
の
月
収
の
あ

　
　
る
方
。

　
▽
住
宅
部
分
の
床
而
積
が
二
〇

　
　
〇
㎡
以
下
の
住
宅
。

㈹
、
返
済
期
閲

　
木
造
の
場
合
二
五
年
以
内
。

oo、

申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
】
県
内
の

　
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

　
と
表
．
小
し
た
金
融
機
関
。

◎
詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
公
庫

取
扱
店
で
．

簡易保険

公
共
施
設
整
備
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
立
つ

　
箇
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

の
力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
卜
一
年
度
の
事
業
で
、

疲
公
共
弘
業
（
各
種
災
害
関
連

質
業
）
の
団
体
営
地
す
べ
り
関
連

圃
場
整
備
事
業
が
、
簡
保
資
金
の

融
資
対
象
と
な
り
借
人
れ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な

っ
た
地
区
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
．

▽
中
坪
地
区
、
占
宮
地
区
、
池
田

　
地
区
、
留
守
原
地
区
、
狐
塚
地

　
区
、
持
田
地
区
の
六
地
区
で
、

．
↓
百
．
一
〇
万
円
で
す
。

　
二
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
事
業
の
う
ち
次
の
事
業
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
．

▽
松
之
山
小
学
校
新
築
事
業

　
　
　
　
　
三
f
し
百
六
＋
万
円

▽
西
沢
牛
ケ
鼻
線
改
良
事
業
、

　
　
　
　
　
一
f
九
百
八
十
万
円

　
過
疎
債
は
、
＋
六
の
事
業
で
合
，

計
借
人
金
額
は
、
　
一
億
六
千
三
百

層
し
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同

財
産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自

治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

東
北
電
力

　
▽
六
月
十
日
（
水
）

o
午
後
一
時
～
三
時
ま
で

○
天
水
越
の
一
部



ー
o
o
o
う
q
l

まつのやま㈲

警察からのお願い　．・汚、糎鮪

『犯罪捜査にご協力をノ』　　　、　へ

　　　　　　　　　　魯轍ば苛ぐ”。屡　　　縷ソ

　
犯
罪
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生

す
る
か
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
思
い
が
け
な
く
犯
罪
が
発

生
し
た
と
き
、
犯
人
を
で
き
る
限

り
早
く
検
挙
し
、
被
害
品
を
皆
さ

ん
の
お
手
疋
に
お
返
し
す
る
こ
と

が
捜
査
官
の
使
命
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
は
、
犯
罪
の
広

域
化
・
巧
妙
化
に
よ
り
捜
査
が
長

び
く
一
方
、
聞
込
み
ゃ
被
害
関
係

者
等
の
届
出
に
よ
る
検
挙
が
漸
減

す
る
な
ど
、
捜
査
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
．

　
警
察
の
行
う
捜
査
活
動
に
対
し

て
、
次
の
点
を
屯
点
に
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
事
件
か
な
？
」
と
田
心
っ
た
ら

　
　
二
〇
番
通
報
を
！

　
1
「
留
守
中
の
隣
の
家
の
周
り

を
、
変
な
男
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い

ま
す
。
」
と
の
通
報
で
、
駆
け
つ
け

た
警
察
官
に
よ
っ
て
大
泥
棒
が
つ

か
ま
っ
た
。
1
と
い
う
よ
う
な
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
一
一
〇
番
通
報
は
、
事
件
が
発

生
し
た
と
き
だ
け
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
怪
し
い
人
物
を
見
か

け
た
ら
、
す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報

す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

”
松
之
山
町
史
編
さ
ん
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
ご
協
力
を

　
町
で
は
、
町
制
施
行
三
十
周
年

，
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
町
の

　
　
　
　
　
　
ヘ
バ
ぜ
ん

歴
史
、
風
土
の
変
遷
の
経
過
を
明

ら
か
に
し
、
町
民
の
愛
郷
心
の
高

揚
と
明
る
い
豊
か
な
町
づ
く
り
の

た
め
に
、
松
之
山
町
史
の
編
さ
ん

を
昭
和
六
卜
二
年
か
ら
着
乎
、
昭

和
六
十
六
年
発
同
の
予
定
で
企
画

を
さ
れ
着
手
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
．

　
執
筆
に
は
各
分
野
（
占
代
・
中

世
・
近
世
・
民
俗
・
宗
教
・
自
然

な
ど
）
こ
と
に
専
門
委
員
の
方
々

を
ご
委
嘱
し
て
こ
れ
に
あ
た
っ
て

頂
く
予
定
で
す
が
、
広
く
町
内
外

か
ら
の
ご
協
力
と
資
料
の
提
供
を

お
願
い
い
た
し
万
全
を
期
し
た
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
．
特
に
占
文
書

等
大
切
な
も
の
は
、
ご
連
絡
頂
け

れ
ば
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
何
分
と
も
皆
様
の
こ
協
力
を
お

尉
い
い
た
し
ま
す
。

▽
連
絡
先

o
松
之
山
町
教
育
委
員
会
社
会
教

　
育
係
　
電
話
六
ー
二
二
六
κ

o
松
之
山
町
史
編
さ
ん
室

電
話
六
⊥
丘
釜
内
線
六
四

被
害
の
あ
っ
た
と
き
は

　
　
　
　
　
必
ず
届
出
を

　
不
幸
に
し
て
犯
罪
の
被
害
者
に

な
っ
た
と
き
、
　
「
被
害
が
少
な
い

か
ら
」
「
仕
返
し
が
怖
い
か
ら
」

な
ど
の
理
…
で
届
け
出
な
い
方
が

い
ま
す
。
犯
罪
の
根
を
断
つ
た
め

に
も
、
勇
気
を
持
っ
て
届
け
出
て

下
さ
い
。

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

　
　
　
事
は
横
極
的
に
通
報
を

　
犯
罪
が
発
生
し
た
際
、
そ
の
現

場
で
犯
人
を
目
撃
し
た
り
知
っ
て

い
る
骸
が
あ
る
場
八
・
な
ど
、
積
極

的
に
警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
．聞

き
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

　
事
件
が
発
生
し
た
と
き
、
捜
査

官
が
、
犯
人
や
事
件
に
関
す
る
様

様
な
情
報
を
求
め
て
聞
き
歩
く
の

が
聞
き
込
み
捜
査
で
す
．

　
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
絶
対
に
こ
迷
惑
の
か
か

ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ど
ん
な
さ
さ
い
な
情
報

で
も
結
構
で
す
の
で
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
、
い
し
ま
す
．

〈
町
史
編
さ
ん
室

、
遡
来
「

ヨ
」
．
’

（mまつのやま

》
く
）

　
　
　
　
　
　
㌧

ノゾ　　しが　　ノヘマ　ヨ

山火事防止に

　　　ご協力下さ

　雪解けも進み、陽気がよくなってくる

と、山菜採りやハイキング等で山に入る

人達が多くなります。

　それと共に山火事が多くなり、貴重な

緑が失われています。

　山に入られる方は、次のことを必ず守
りましょう。

1、野山でのたき火はしないこと。

2、たばこの吸いがらは確実に消すこと。

3、車からたばこの吸いがらを投げすて

　ないこと。

4、強風、又は異常乾燥時にはたき夫、

　火入れはしないこと。

5、火入れの許可は必ず受けること。

高田営林署

ご利用ください！
　　黙住宅建設資金“

繍

5．2％

雁莞の 利　　　率 融　資　限　度額 特　　牙

加算額床面積
はじめの

10年間

11年目

以　降

簡　　耐

耐　　火
木　　造

90m似上～
120mZ以下

4．7％ 5．2％ 690万円 560万円 300万F

120m～超～

145mZ以下
（120m2超～

145m似下）

50％

（5。0％） 5．2％

　760万円

（870万円）

620万円

（710万円〉 350万F

145mZ超～

200mZ以下
5．2％ 5．2％ 830万円 680万円 400万F

牙lj

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住

宅
建
設
資
金
及
び
建
売
住
宅
購
人

資
金
の
墓
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

0
、
受
付
期
問

　
四
月
二
四
日
～
六
月
一
二
口
ま

　
で

0
、
選
定
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ
り
行
い

　
ま
す
．

O
、
巾
込
資
格
条
件
等

　
▽
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
を

　
新
築
す
る
方
で
土
地
が
準
備

　
で
き
て
い
る
方
．

円

円

円

⑪1．（）内は老人同屠の場合。
　2．従来の融資額に特別加算額がプラスされます。
　3．床面積が「70mZ以上90mZ未満」の住宅の場合は、申込
　案内をご覧ください。

　
▽
一
定
基
準
以
上
の
月
収
の
あ

　
　
る
方
。

　
▽
住
宅
部
分
の
床
而
積
が
二
〇

　
　
〇
㎡
以
下
の
住
宅
。

㈹
、
返
済
期
閲

　
木
造
の
場
合
二
五
年
以
内
。

oo、

申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
】
県
内
の

　
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」

　
と
表
．
小
し
た
金
融
機
関
。

◎
詳
し
い
こ
と
は
、
近
く
の
公
庫

取
扱
店
で
．

簡易保険

公
共
施
設
整
備
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
立
つ

　
箇
易
保
険
、
郵
便
年
金
積
立
金

の
力
を
借
り
て
、
町
の
い
ろ
い
ろ

な
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
卜
一
年
度
の
事
業
で
、

疲
公
共
弘
業
（
各
種
災
害
関
連

質
業
）
の
団
体
営
地
す
べ
り
関
連

圃
場
整
備
事
業
が
、
簡
保
資
金
の

融
資
対
象
と
な
り
借
人
れ
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な

っ
た
地
区
は
次
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
．

▽
中
坪
地
区
、
占
宮
地
区
、
池
田

　
地
区
、
留
守
原
地
区
、
狐
塚
地

　
区
、
持
田
地
区
の
六
地
区
で
、

．
↓
百
．
一
〇
万
円
で
す
。

　
二
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
事
業
の
う
ち
次
の
事
業
が
変

更
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
．

▽
松
之
山
小
学
校
新
築
事
業

　
　
　
　
　
三
f
し
百
六
＋
万
円

▽
西
沢
牛
ケ
鼻
線
改
良
事
業
、

　
　
　
　
　
一
f
九
百
八
十
万
円

　
過
疎
債
は
、
＋
六
の
事
業
で
合
，

計
借
人
金
額
は
、
　
一
億
六
千
三
百

層
し
十
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
加
入
者
の
共
同

財
産
で
あ
る
積
立
金
は
、
地
方
自

治
体
に
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の

向
上
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

東
北
電
力

　
▽
六
月
十
日
（
水
）

o
午
後
一
時
～
三
時
ま
で

○
天
水
越
の
一
部
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野
鳥
の
宝
庫
松
之
山
の
探
鳥
会

が
今
年
も
”
美
人
林
”
を
会
場
に

駕

　
9
｝

聾

“美人林“で探鳥会

　
　
△
刀

会
鳥

5月30日野鳥集
5月31日早朝探

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で

多
く
鳥
た
ち
の
姿
や
．
鳴
き
声
を
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
何
と
い
う
鳥
な
の
か
意
外

と
知
り
ま
せ
ん
．

　
松
之
山
で
は
今
ま
で
に
、
八
十

六
種
程
の
野
・
鳥
が
確
認
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
中
に
は
年
々
そ

の
数
が
減
っ
て
い
る
鳥
が
あ
り
、

，
普
段
は
ほ
と
ん
ど
見
る
事
が
出
来

な
い
も
の
も
出
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
の
野
鳥
の
中
で
“
ノ
．
シ

コ
”
は
全
国
的
に
も
非
常
に
数
が

少
な
く
、
こ
こ
が
屈
指
の
生
息
地

と
折
紙
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
機
会
に
参
加
し
て
、

松
之
山
の
野
鳥
に
つ
い
て
少
し
で

も
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
た
ま
に
は

早
起
き
も
い
い
も
ん
で
す
よ
。
是

非
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
五
月
三
十
日
（
土
）

o
野
烏
集
会
（
会
場
・
松
之
山
温

　
泉
福
住
館
に
て
）

O
午
後
七
時
三
十
分
よ
り

▼
五
月
三
十
一
日
（
H
）

O
探
鳥
会
　

（
松
口
”
美
人
林
”
）

　
温
泉
駐
車
場
に
集
合
。

○
午
前
四
時
三
十
分
～
八
時
ま
で
。

※
講
師
は
中
嶋
公
先
生
で
す
。

介
　
　
　
当
　
　
神

　
　
　
　
日
．
　
　
　
主
H

為
・
の
，

　
の
　
　
　
　
　
　
の

鍵
卿

自然の中～はぐくむ
人乙鳥どのコミュニケーション

愛鳥週間●5月10日～16日

いこと

りませんか？
　　　　大島保健所

た
あ

し談相

⑬まつのやま

さわやか君澄㌧

　健康についての悩み、食品衛生、食品の安全性につ

いての知識を得たい時、また、薬について知りたい時

悪臭、汚濁等で悩みがある時、あるいは痴呆老人の介

、護などで困っている人はこr相談ください。

　
食
事
を
し
た
ら
食
器
を
洗
い
ま

す
。
つ
ぎ
の
食
事
の
時
に
ピ
カ
ピ

カ
の
食
器
1
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
で
す
ね
。
せ
っ
か
く
お
い
し
い

も
の
を
食
、
べ
る
の
に
前
の
食
べ
た

も
の
の
カ
ス
が
口
の
中
に
残
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
で
は
せ
っ
か

く
の
、
ゴ
チ
ソ
ウ
も
お
い
し
さ
半
減

で
す
。
食
事
の
あ
と
に
お
皿
を
洗

う
と
き
も
早
い
う
ち
に
洗
っ
て
し

ま
わ
な
い
と
汚
れ
が
こ
び
り
つ
い

て
だ
ん
だ
ん
お
ち
に
く
く
な
り
ま

す
。
歯
み
が
き
が
う
ま
く
い
か
な

い
と
歯
の
汚
れ
（
歯
垢
）
が
唾
液

の
成
分
と
結
び
つ
い
て
、
カ
チ
カ

チ
の
歯
垢
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
こ

と
と
同
じ
で
す
。

　
鏡
を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

下
の
前
歯
の
裏
側
の
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
間
や
歯
と
歯
の
問
に
黒
っ
ぽ

い
沈
着
物
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

‘
そ
れ
が
歯
垢
で
す
。
歯
垢
は
ほ
う

っ
て
お
－
と
大
き
－
な
る
ば
か
り
劣
ゴ
肋
b

で
、
歯
の
表
而
だ
け
で
な
く
歯
ぐ

き
の
下
の
歯
の
根
の
ま
わ
り
に
ま

で
つ
い
て
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

歯
ぐ
き
が
腫
れ
た
り
血
．
が
出
た
り

す
る
だ
け
で
な
く
、
歯
を
さ
さ
え
．

　
て
い
る
骨
ま
で
こ
わ
し
て
し
ま
っ

　
て
い
ず
れ
は
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
と
動

　
き
出
す
歯
槽
膿
漏
の
大
き
な
原
因

　
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　
歯
石
は
唾
液
の
性
質
や
食
べ
物

　
の
好
み
な
ど
に
よ
っ
て
、
つ
き
や

　
す
い
人
と
つ
き
に
く
い
人
が
い
る

　
よ
う
で
す
が
、
結
局
は
歯
の
ソ
ウ

、
シ
が
う
ま
く
で
き
な
い
と
こ
ろ
に

　
っ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
一
度
つ
い

　
て
し
ま
っ
た
歯
．
石
は
歯
、
ブ
ラ
シ
で

　
は
と
れ
ま
せ
ん
の
で
歯
科
医
院
で

　
と
っ
て
貰
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

　
ま
す
が
、
と
っ
た
あ
と
も
て
い
ね

　
い
な
歯
み
が
き
が
行
わ
れ
て
い
な

　
い
と
す
ぐ
に
ま
た
沈
着
し
て
し
ま

　
い
ま
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
が
正
し
く
あ
た
っ
て

　
い
る
か
、
む
し
歯
が
で
き
て
い
な

　
い
か
、
歯
科
医
院
で
｛
疋
期
的
に
検

診
し
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
U

　
一
Q
し
’
」

　
ゐ
　
　
　
　
の
な
ヘ
ド
　
ロ

　
　
　
　
　
げ
、
霧
ρ
．
猶
酷

灘
．
附
塚
禦
　

○第2火曜日・午後1時から3時まで。竹内医師掴

O第4水曜日・午後1時から3時まで。保健所職員

　（尚、6月・9月・11月・2月の第2水曜日は精

　科医による痴呆老人の相談あり）

　詳しくは、大酷保健所（電）

4－3331までお聞きください。

　　　　　　．，，、、｝ぬ△x＿

零
解

霞㌧

い4設
惚
△

　
　
野

犠、

戸籍の窓
おめでた（出齢

ともひこ

智彦ちゃん　佐藤俊夫さんの二男（天水越

お《薙》み（死亡）

福原ウメさん　　74歳（天水越）山　本

志賀要作さん　　84歳（松　口）長　全

小野塚スイさん　91歳（東　川）前　田

久保田福平さん　80歳（天水島）友　八

田中ミドリさん　63歳（西之前）弥三院
本山政司さん　　36歳（湯　本）玉川屋

山岸きんさん　　82歳（新　山）横　道

※
．

3月26日から4月30日までの届出分です。

砺村泉

㎝
信
権
』

　
　
　
　
め

　
　
　
　
　
㍉

、めノ、プ
俗
量

　
　
　
ぞ
鵡
㌧

　
　
　
・
幅

五
孕
8
墜

識

　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
っ
　
ゆ

　
　
　
ガ許

曾

　
　
　
＼
　
／
／

父
の
／
＼

日
夢
傑
・
●

　
　
黛
』
化
乙

ー避
－

1
9

事当，番5月oズ2

ψ
交
角
e

，
　
㊦
の
6

8
へ
x
の
e

ワ
　
の
q
e

6
　
食
q
e

ヶ
　
袖
0
＆

4
　
含
q
8

詣
寵

　
q
8

　　’～～
一

倒
・

侮硯
疹

口
～＿．＿

今
居
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チューリップとカバさん

ひぐちともみさん

たきざわゆうくん

まつのやま（1⇔

あいざわさやかさんi

　　　　　　　　…

春の全国交通安全運動

　　5月11日～20日まで

◎「飛び出すなJ

　　　ぽくたちみんなの合言葉

　この期間の運動重点目標として、

1、子供と高齢者の交通事故防止。

2、正しい方法によるシートベルト・ヘル

　メット着用の徹底。

3、若年運転者の無謀運転の追放。

の3つをあげ、事故防止を呼びかけます。

雪消えと同時に子供達の活動が活発にな

り、道路で遊んだり、自転車を乗りまわす

事が多くなります。お年寄りの方達も出掛

ける機会が増える事と思います。ドライバ

ーも歩行者も注意してください。

　また、シートベルトとヘルメットは必ず

着用してください。

思いやりを大切に、事故防止に努めてく

ださい。
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目
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し
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よ
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冬
の
岡
の
運
動
不
足
を
い
っ
き

に
取
り
戻
そ
う
と
い
う
訳
で
も
な

い
の
で
し
ょ
う
が
、
農
家
の
皆
さ

ん
の
、
朝
早
く
か
ら
忙
し
そ
う
に

働
い
て
い
る
姿
が
H
に
つ
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
代
か
き
、
田
植

え
に
追
わ
れ
る
時
期
が
来
て
、
身

体
を
こ
わ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
た

い
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の
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す
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黒
倉
分
校
・
三
省
小
学
校
も
今

年
度
か
ぎ
り
で
閉
校
と
な
り
ま
す

が
、
在
校
生
の
児
竜
と
地
区
の
皆

さ
ん
で
、
一
年
か
け
て
思
い
出
を

沢
山
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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